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要旨   






















本稿は、学生と地域の WIN-WIN 関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組みについてまと
め、その成果と課題について考察するものである。  
                                                   
1 国際人間科学部国際学科 文化政策学(Cultural policy) 
2  こども教育学部こども教育学科 教育行政学（Educational Administration） 
3  こども教育学部こども教育学科 保健体育学（Health Physical Education） 
4  生活コミュニケーション学科こども学専攻 体育（Physical Education) 
5  生活コミュニケーション学科食物栄養学専攻 食生活学（Eating habits） 
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2017 年度に 4 年目となる「鈴鹿学」は、より充実した内容を目指す気鋭の教員 6 名（国
際人間科学部、こども教育学部（2017 年 4 月開設）、短期大学部から各 2 名ずつ）が担当
し、前年度末から企画を練り、実施に至った。  
2017 年度の履修者数は、国際人間科学部 118 名、こども教育学部 19 名、 短期大学部
79 名（こども学 35 名、食物栄養学 44 名）合計 216 名である。なお、国際人間科学部 118
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＜第 1 回 平成 29 年 4 月 12 日＞ 
・テーマ：Welcome to 鈴鹿学 授業のイントロダクション  
・講師：髙見啓一  
・担当教員：髙見啓一  
表 1  2017 年度「鈴鹿学」概要：テーマと講師一覧  
    前期水曜日 13 時～14 時半  於：国際文化ホール  
回  内  容  
4/12 
第 1 回  
イントロダクション（カリキュラムの進め方・教員の紹介等）  
4/19 
第 2 回  
鈴鹿市における多文化共生保育の取り組み   
講師：本学非常勤講師 江藤  明美  
4/26 
第 3 回  
伝統工芸・伊勢型紙を使ったまちづくり  
講師： 伊勢型紙職人 木村淳史氏  
5/10 
第 4 回  
鈴鹿サーキット入門   
講師：鈴鹿サーキット 斎田泰之氏  
5/17 
第 5 回  
鈴鹿市の外国人施策   
講師：国際交流財団  上原ジャンカルロ氏  
5/24 
第 6 回  
AGF 鈴鹿の取り組み   
講師：AGF 鈴鹿管理部中村保幸氏  
5/31 
第 7 回  
AGF 鈴鹿オリンピック選手支援の取り組み  
講師：ＡＧＦ鈴鹿所属 走り高飛びオリンピック選手 衛藤昂氏  
6/7 
第 8 回  
鈴鹿市のこどもを中心とした健康づくり『ランニングバイク』の普及活動について   
講師：（株）フォーティーフォー下野雅司氏  
6/14 
第 9 回  
鈴鹿の食（スイーツ）・農業（茶）   
講師：鈴鹿市役所の川北氏／太門通商の川原氏  
6/21 
第 10 回  
大黒屋光太夫の波乱の人生から学ぶ   
講師：高井和男  
6/28 
第 11 回  
鈴鹿大学ＣＯＣ・国際交流センターの活動について   
講師：本学 高見啓一・前澤いすず  
7/5 
第 12 回  
鈴鹿市内の公共交通   
講師：伊勢鉄道＆鈴鹿市都市計画課  
7/12 
第 13 回  
すずかるたづくり（ワークショップ）   
講師：特定非営利活動法人 M ブリッジ 米山哲司氏  
7/19 
第 14 回  
すずかるたづくり（作業）  
7/26 
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
・概要： 
1．座席の確認・クリッカーの配布      （10 分） 
2．クリッカーの練習            （10 分） 
3．「鈴鹿学」授業の説明および注意事項    （20 分） 
4．成績評価について（大福帳＆すずかるた） （10 分） 
5．担当教員（および担当回の内容）紹介    （10 分） 
6．鈴鹿市の概要（鈴鹿市に関するクイズ）   （20 分） 













・参考文献：村瀬慶紀講師作成資料（2016 年鈴鹿学担当）  
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 4 回平成 29 年 5 月 10 日＞ 
・テーマ：「鈴鹿サーキット入門」  








トップレベルかつ他に類を見ない“モビリティテーマパーク”   
★鈴鹿サーキットの４事業  
・モータースポーツ：Ｆ１日本グランプリ、８時間耐久などレースイベントを開催。  





～2050 年の鈴鹿サーキットは？～  
リアリティの追求か、バーチャルへの転換か  
・学生の反応：鈴鹿サーキットからの課題への回答（一部） 
中高生向けレース体験／  VR と乗り物をくっつける  ／バックトゥザフューチャーのよう
に空を飛ぶ車  ／鈴鹿サーキットはエンジン音がいいと思う。電気自動車にもこの音を付
けるべき ／モノづくりは日本の原点。本田宗一郎の意思を継ぐ場。身体が不自由な人も楽
しめる。 ／ロボットが動かせる。ロボットがスタッフ。  ／博物館。日本のモータースポ
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 5 回 平成 29 年 5 月 17 日＞ 
・テーマ：鈴鹿市内の外国人の状況 さまざまな施策について  




1．クリッカーの配布・緒連絡         （5 分） 
2．クリッカークイズ＆アンケート       （20 分） 
3．鈴鹿市内の外国人の状況・施策について   （50 分） 
4．学生による議論（外国人との共生のために）  （10 分） 
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 6 回 平成 29 年 5 月 23 日＞ 
・テーマ：AGF 鈴鹿の地域貢献活動  




2．AGF 鈴鹿の概要について  
3．地域貢献活動：工場見学、コーヒー／環境教室、イベント協賛、鈴鹿茶の製品化  
4．ネーミングライツについて：AGF 鈴鹿陸上競技場、AGF 鈴鹿体育館 
5．質疑応答から  
中村様が AGF に入社された経緯  
食品会社として、品質管理には気を付けている。  
会社として求める人材  
 あきらめないで、何度でも挑戦する。  
   人のせいにしない。自分のできることを考える。 
 辛かったことをどのように乗り越えるか対処法を持っている。  
・学生の反応：  
 ・コーヒーに関する知識（植物、輸入、消費量など）がよくわかった。  
 ・AGF 鈴鹿の地域貢献活動について非常に興味を持ち、自分の就職先もその分野に  
  力をいれている会社にしたいと思ったというコメントがあった。  
・学生採用の基準について述べられたことが、非常に参考なったというコメントが多数。 
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 7 回 平成 29 年 5 月 30 日＞ 
・テーマ：AGF 鈴鹿の地域貢献活動  
・講師：AGF 鈴鹿 衛藤 昂（えとう たかし）.氏 
リオデジャネイロ五輪  走り高跳び 日本代表 
・担当教員：冨本真理子 
・概要： 
1. 走り高跳びクイズ（アイスブレイク）   
2. 自己紹介（経歴、跳躍映像）   
3. オリンピックまでの道のり（記録の変遷、選考基準）   
4. 仕事と競技の両立（勤務、生活リズム、練習時間）   
5. 高く跳べると（メリット、デメリット）   
  ＝社会人で競技を行うことで有利な点、不利な点   
6. 周囲（会社、地域）から求められること、求めること   





 ・じぶんたちの身近にこんなにすごい選手がいるとは知らなかった。  
 ・夢にむかって努力する姿はすばらしい。  
 ・仕事と両立しながら競技生活をしていることを尊敬する。 
 ・今、アスリートとして活躍されていても、引退後のこともしっかり考えている。  
・担当者考察：  
 ・2m30cm を跳ぶこと、オリンピックに出場するという事実だけで、単純に感動する。 
  さらに、26 歳の人生の中身が非常に凝縮されており、その中でも自分を見失わずに
日々精進されている姿が印象的であった。  
 ・学生たちも、身近にいるヒーローから何かを感じ取ったであろう。  
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 8 回 平成 29 年 6 月 7 日＞ 
・テーマ： 
鈴鹿市のこどもを中心とした健康づくり「ランニングバイク」の普及活動について  
・講師：（株）フォーティーフォー WEB プランナー 下野雅司氏 




及活動に関するアンケート調査 5.大福帳への記入。  
 本学子育てイノベーションセンター事業の一つであるランニン
グバイクの普及活動報告とセンター所属教員との研究活動について
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 9 回 平成 29 年 6 月 14 日＞ 
・テーマ：鈴鹿の食(スイーツ)と農業(お茶) 
・講師：鈴鹿市役所地域資源活用課  川北 彩夏 氏 





「鈴鹿の食と農業について」鈴鹿市 川北 彩夏 氏 
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2. 大黒屋光太夫の波乱の人生  
  鈴鹿出身の船頭、大黒屋光太夫の波乱の人生を、オホーツク海漂流～ロシア横断～日本  
帰還の順で辿り、その 10 年のプロセスを、「４つの出会い」と「３つの選択」という  
キーワードをもとに解説した。  
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 11 回 平成 29 年 6 月 28 日＞ 
・テーマ：鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部 COC・国際交流センターの活動について  
・講師：鈴鹿大学 COC・国際交流センター長 髙見啓一 




1．諸連絡（コンソーシアムみえアンケートの説明）     （10 分） 
2．導入ワーク「ボランティアを就活に活かそう」      （40 分） 
3．COC・国際交流センターの活動紹介・ボランティア募集  （30 分） 
4．事後ワーク「やってみたい活動をリストアップ」      （5 分） 
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 12 回 平成 29 年 7 月 5 日＞ 
・テーマ：鈴鹿市内の公共交通（伊勢鉄道＆C-BUS） 地域交通の活性化策を考えよう  
・講師：伊勢鉄道株式会社  総務部経理課  冨澤康茂氏 




1．学生実態調査 市内公共交通の利用状況（クリッカー集計） （15 分） 
2．伊勢鉄道による講演                   （25 分） 
3．事後ワーク① 伊勢鉄道の活性化策を検討         （10 分） 
4．鈴鹿市都市計画課による講演               （25 分） 
5．事後ワーク② C－BUS の活性化策を検討         （10 分） 
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 13 回 平成 29 年 7 月 12 日＞ 
・テーマ：すずかるたづくり（ワークショップ） 
 ～地域資源をかるたにする手法についての学習～  
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冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
＜第 14 回 平成 29 年 7 月 19 日＞ 
・テーマ：すずかるたづくり（作業、紹介） 
～鈴鹿の地域資源をまとめた「すずかるた」の制作～  

























人文科学・社会科学編 第 1号 2018 






































人文科学・社会科学編 第 1号 2018 






































人文科学・社会科学編 第 1号 2018 






































人文科学・社会科学編 第 1号 2018 
































人文科学・社会科学編 第 1号 2018 











































人文科学・社会科学編 第 1号 2018 
冨本 真理子，学生と地域の WIN-WIN関係をつくる「鈴鹿学 2017」の取り組み 
Activities of “Suzukagaku 2017 ” : Creating a Win-Win 
Relationship between Students and Community 
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